
公式ＬＩＮＥを活用したＤＸ人材育成事業 【加美町】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２,１３４ 千円

交付金額 １,３４３ 千円

事業番号 1

・令和２年国勢調査によると、加美町における女性の労働力率は５２．９％で、
全国平均より１．３ポイント低く、女性の社会進出を促す工夫が必要。
・地域のデジタル技術の普及及び活用する人材育成が進んでいない。

・子育て中のひとり親家庭への意識調査（令和５年調査）によると、２９．５％が
子育て中の在宅ワークや副業、スキルアップに関心あり。うち５４.５％が「ＳＮ
Ｓの活用」を学んでみたいと回答。
・昨年度の参加者からは「副業とするため、引き続き学びたい」との要望あり。
・町内企業や各団体等は、効果的な情報発信について悩みを抱えている。

・子育て中の女性等が、公式ＬＩＮＥを活用した情報発信スキルを習得できる講
座を開講。

・拡散型ＳＮＳからの発展として、「公式ＬＩＮＥ」を使い、顧客を囲って情報発信
をすることで興味・関心を高め消費行動を促し”消費者の行動変容”に繋がる
情報発信スキルを学ぶ講座を対面及びオンラインで全１６回開催する。

・意識調査の結果、子育て中の女性から、ＳＮＳを活用した情報発信のスキル
アップに対するリスキリング要望が高いため、子育て中の女性も参加しやすい
よう、対面に加えてオンラインでの講座も合わせて実施する。

・講座後もアフターサポート（公式ＬＩＮＥの運用や活用の相談）を行い、受講者
に対して継続的に支援する。

加美商工会、加美町経済団体連絡協議会、加美町ＤＸ推進官民連携プラット
フォーム、町内事業者、町内誘致企業

・子育て中の女性等が情報発信のスキルを習得することで、拡散から顧客の
囲い込みなど「ＳＮＳを活用したＢ ｔｏ Ｃマーケティング」に関する業務の内製化
が図られ、併せて在宅ワークや副業など多様な働き方の実現に寄与した。

・地域企業の公式ＬＩＮＥを使った広報業務への関心が高まり、公式ＬＩＮＥ制作・
運用の発注を地域の女性へ依頼するなど、地元企業と地元住民との繋がりも
生まれている。地域へのデジタル技術の導入にも寄与した。

・企業が提供するサービスの向上や、顧客・企業側双方の課題解決、業務改
善につながった事例もあった。

・企業から公式ＬＩＮＥの構築・運用を受託したケースでは、契約に関する知
識が不足していたために、適切な対応がわからず困った場合があった。

・企業から公式ＬＩＮＥの構築・運用を受託し続けるためには、友だち追加し
た顧客の反応を可視化するデータの分析や、公式ＬＩＮＥを活用した販促施
策等を企業へ随時提案をする力が求められる。

・デジタルスキルについては、生成ＡＩの進化が非常に速いスピードで進んで
おり、デジタル人材はリスキリングし続ける必要がある。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事
業
目
標

1回あたりの受講者
数

30人
（アウトプット）

7.3人
（R8年2月時点）

24.3％

公式LINEの新規設
立数

30件
（アウトプット）

0件
（R8年2月時点）

0%

事
業
KPI

新規設立公式ＬＩ
ＮＥにおける1件あた
りのお友達登録数

20人
（アウトプット）

1,346人
（R8年3月時点）
※成果発表会参加者が運
用する公式LINEの友だち

数の合計

6,730%



事業の概要

拡散型ＳＮＳからの発展として、「公式ＬＩＮＥ」を使い、顧客を囲って情報発信をすることで興味・関心を高め、消費行動を促す”消費者の行動変容”
に繋がる情報発信スキルを学ぶ。一方で、子育て中の女性から、ＳＮＳを活用した情報発信に関するスキルアップの要望が高いため、子育て中の女
性も参加しやすいように対面に加えて、オンラインでの講座も合わせて実施。また、講座後もアフターサポート（公式ＬＩＮＥの運用や活用などの悩み相
談）を行い、受講者に対して継続的に支援。

●講座開催数： オンラインと会場開催により、全１６回を実施した。いずれも土曜日、午前１０時～正午開催。

●対象者： 町内在住の女性または町内に通勤・通学している女性

●内容：

●その他： 希望者に対して、補講（9/13、1回、4人）を実施（講師なし、オンラインなし）。

日 程 内 容

6/7 第1回 オリエンテーション

6/21,
7/5・19,

8/2
第２～５回 公式LINEの基本操作

8/23,
9/6・20,
10/4・18,

11/1, 15, 29

第６～１３回 Lタグ操作
（EC決済、カレンダー予約、地図ナビゲーション、人材マッチング）

12/6,
1/17

第１４～１５回 個別制作

2/7 第１６回 成果発表会


	スライド 1
	スライド 2

